












































































































2  清末の南京の全体像 
依然たる形勝と情趣 経済と都市建設の衰退からの甦生 
明治の見聞録において、南京を概観して、その歴史的沿革、形勝、物産、風土と人
情などに言及して、中国のほかの都市と日本の古都を比較して結論を導き出している。
「帝王の地」のようなプラス評価もあれば、「近世の都のくずれ」のようなマイナス
評価もある。違う評価は違う視角によって導き出されたものであるが、全体的には客
観的で、両方の評価をまとめて見れば、明治日本人の南京の全体像が見えてくる。 
「南京ハ一に、金陵、健康、建業、石頭、秣陵ト称シ明ノ旧都ニシテ今之ヲ江寧府
ト称ス地勢西北ハ揚子江ヲ繞ラシ東南ハ山嶺ヲ負ヒ形勢雄偉古ヨリ東南ノ大都会ト称
ス」（＊6）とあり、「南京は今江寧府と称す、両江総督の所在地にして、地勢大江に
拠り重嶺に連り、文物殷盛に産物豊富なり、人口四十万あり、府城は六朝の旧趾にし
て近く秦淮に接し、東鐘山の麓を尽し、周回七十清里に亘りて、城壁の高さ五丈七丈
に及ぶ、明の洪武年間に築く所、規模宏壮にし江南の省城たるに愧じず。市街の家屋
は其の構造概ね優雅なり、市民業を励み婦女は刺繍に巧みに、男子は六朝の遺風を存
して風流儒雅を貴び、往々君子の風あり、四方翰墨の士争って此地に来り、称して江
南の人物と云うに至る。」（＊7）と紹介される。さらに南京は「東南に重畳たる山を
負い、西北二面に汪洋たる長江を帯び、山河襟帯自然に城を成し、実に帝王の地と称
すべく、その地勢といい、その城郭といい極めて宏大である。」（＊8）と述べられて
いる。南京の形勝について、内藤湖南は中国各地との比較を通して極めて高く評価し
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た。「雄大なる金陵の形勝なり、蓋し京津地方の若きは、蒼茫は之あり、而かも其の
山は太だ遠きが為に、反て雄偉の感に乏しく、杭州の若きは明麗は之あり、而かも其
の山は太だ近きが為に、全く雄偉の趣なし。金陵の地、山は太だ遠からず、又太だ近
からず、蒼翠縈繞して、時々其の角を缺く處、更に幽遠際なきの思を生ぜしむ、且つ
鐘山の若きあり、甚だ大ならざるも、而かも雄特の姿に富む、野色遠近、高城百里、
孝陵廟前より朝陽門に至る高原に馬を駆れば、坐ろに千軍萬馬を駆馳して、旌旗野を
蔽える古英雄を想わしむ。吾れ本願寺の一柳氏に語て曰く、金陵に総督として、謀叛
気の起きらざる若き人物は、其人必ず庸愚なりと。」（＊9）とされる南京は、そこで
総督になれば誰でも帝王になる気が起こらずにはいられないほど素晴らしい、と内藤
は非常に高く評価している。悠久の歴史、人文的趣味、重要な地理的位置や城を成す
険要な地勢など、明治の見聞録の作者たちは南京の形勝に対して非常に高い評価を与
えたのである。 
南京に来た人の多くは六朝の古都という歴史的情緒に触れて、またよく日本の古都
と比較したのである。「南京は、なんとなく京都の山水に、奈良の古色を加味したる
か如く候」（＊10）。これは1906年に徳富蘇峰が南京を観てもらした感想である。二
年後南京に来た小林愛雄はこれと違う評価を下している。「南朝の四百八十寺、今残
るものは、幾ばくかあろう。明の代に華麗を極めたこの大廟さえ、悉く朽ちて、今は
つづれを着た瓦売りの女が箱の中に、その面影を思いやるばかりである。《中略》同
じ古都であっても、かれは大宮人の桜かざした遠い世の都、これは土を掘ったらまだ
骨の現われそうな近世の都のくずれである。」（＊11）と述べられている。南京は六
朝の古都であり、六朝の遺跡、故事と貴族的情緒がまだ残っている、というのは明治
の見聞録の作者たちが清末の南京に対する主な印象である。しかし、古都の情趣が依
然としても、その衰えが著しく現れていた。「城闕荒残古帝州。山川歴劫夕陽愁。六
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朝脂粉秦淮水。遺恨千秋凝不流。」（＊12）と股野琢が記したように、都城であった
南京は既に荒廃して、山も川も南京城とともに多くの災難に見舞われて夕陽の顔にも
憂いの色が見え、六朝の繁盛はなくなって遺恨だけが秦淮河に凝って去っていかない
というのである。 
古都としての南京の没落は清末中国の縮図と言ってもよいだろうが、南京はさらに
ひどい災難に見舞われたと言えよう。特に太平天国の乱は南京に与えた被害が大きか
った。南京はまず 1853年に太平天国軍によって陥落、太平天国が首都にした南京は、
清政府の軍隊に囲まれ、戦闘がほとんど絶えなかった。1864年に南京はついに清政府
の軍隊に陥落される。その十数年間、南京は都市として発展するどころか、絶えずに
戦禍に見舞われていた。「咸豊以来久シク長髪賊ノ僭據スル所トナリ市街悉ク兵火ニ
罹リ荒蕪残破シテ昔日繁華ノ光景ナカリシカ今ヤ漸ク稍舊観ニ復セリ」（＊13）とい
う高橋謙の記述から南京の荒廃の状況が読み取れるし、兵火の後、少しずつ回復して
いた様子も窺える。「南京が帝都の實を失へること、四百餘年、加ふるに近歳長髪賊
の大亂を經たれば、城内は荒れに荒れて、馬路の兩側にだに人家の聯續せるは罕れに、
田疇竹樹、犬牙交錯して、（中略）照心橋を渡りて、西華門より内城に徑す、内城は
明の故宮の在りし處にして、今は駐防八旗の居る所たり、髪賊の亂後、荒廢を極め、
頽垣修めず、御溝空しく流る」（＊14）と、内藤湖南は南京の帝都喪失の歴史、特に
太平天国の乱が南京の内城への破壊を描いている。「記者は明の故宮を經、其の附近
の民屋か、斷礎廢甎によりて、出来つ々あるを見て、其の一片か、大いなる且つ多く
の物語を、含有するとを感し候。南京は零落の上に、零落か、幾層となく、積み累り
たるものにして、見れは見る程、面白き言ふに言はれぬ感に打たれ候。豈に啻た三国
と六朝とのみならんや。」（＊15）と徳富蘇峰は当時の南京の現実上の零落と歴史上
の根底に流れてきた真味を両方とも感じ取っていた。「惜いかな、天下の壮観を極め、
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世界に其の名を恣にした、幾多の建造物は長髪賊の兵禍に罹りて烏有に歸して、舊観
は存してゐない、ただ破棄された瓦片が草間に埋没するのみ、辛らく舊観を保てるは、
城壁だけである、現時の南京市街は、城内西南の一隅に存在し、其他は荒廢してすべ
て田圃に歸せり。」（＊16）と中野孤山は城内の一隅しか残っていたことを描写し、
南京の旧観がなくなったこと惜しんだ。「南京の盛な時代には下関まで人家続きであ
ったという今日では市街の在る所は南端の一部分で昔の鼓楼鐘楼のあたりも野原にな
って居る後承知の通長髪賊の変に巨魁が十年余も此地に籠城して居った曾国藩が乱を
平げた頃は市街の大部分は兵燹に罹ったものらしい今は多少回復したのであるが名を
聞いて居って此地を実見すると荒涼を感ぜざるをえない」（＊17）と勝田主計は、太
平天国軍と清政府軍との両方の兵燹に見舞われたことに言及して、清末の南京の荒涼
たる情景を昔と比べて述べた。 
このように清末の南京は形勝でも六朝の情趣が依然としていても、十数年も「兵燹
に罹っ」て都市として多大な被害を及ぼされたので、経済においても都市建設におい
ても、回復が難しく、あまりにも荒廃していたのである。 
 
おわりに 
南京は中国の古都としてひろく名を知られていたので、六朝風流と文物風俗への憧
れを多くの明治日本人が持っていた。また、南京は清末の中国において、政治上の重
鎮であった。全体的には南京に関する描述は経済と貿易よりも政治や文化的視角によ
ってなされていたのである。本稿において、まず明治日本人の南京認識の史料として、
南京に関する明治の見聞録を四種類にわけて紹介した。作者の身分と目的によって、
清末の南京に対する見方も多少違うので、分類が必要である。次に明治の日本人の南
京認識の全体像を考察した。南京の没落は清末の中国の衰退の縮図とも言えよう。経
49
済的にも都市建設的にも甦生は非常に難航したが、「城内の中心は江岸を離る約七哩
に達し南門大街及三山街を以て熱鬧の地區とし人家は南方に多く市内重要なる部分に
は悉く馬路を通じ支那街としては道路の整頓せる他に稀に見る所たり。」（＊18）と
内山清が述べているように、江寧馬路と寧省鉄路のような交通機関ができたことによ
って、やがて南京市内の繁盛が期待され、その近代化の曙光も見え始めるのである。 
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